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スラリーのゲル化と凍結を利用した多孔体の製造方法を提供 

細孔連通性/閉塞性を制御でき気孔率 90%以上の多孔体を製造可能 

技術分野分類  5902：無機材料・物性 

技術キーワード  構造用セラミックス材料 

産 業 分 類  E-21：窯業・土石製品製造業 
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概  要 

 

開発したゲル化凍結法は、スラリーのゲル化と凍結を経てセラミックス/樹脂/

金属多孔体を成形する手法である。連通性に優れる細孔や、完全に閉塞した細

孔、90%を超える超高気孔率体が製造可能である。また、氷を細孔源とする

ため廃棄物は水であり低環境負荷なプロセスである特徴も有する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

(1)90%以上の気孔率と切断研磨など機械加工可能な強度を両立。(2)細孔の

連通性に優れており空気透過率が理論値に近い。(3)全ての細孔を孤立させる

ことも可能。(4)気孔率 90%で圧縮強度が最大約 20MPa。(5)脱脂が

300-600℃/時間の高速昇温が可能。 

本技術の 

有用性 

品質や機能の向上、生産性や生産（処理）速度の向上、 製造期間が短縮、 製

造コストが削減、省エネルギー・省資源への貢献、安全性や利用・作業環境の

向上が期待できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 超高気孔率体の組織写真 

適用可能製品 

超高気孔率である特性を活かして、高い流体透過能が要求される排ガスフィル

ターや触媒担体、吸着剤、また断熱材や軽量構造体などの分野へ適用可能であ

る。 
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